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教材の開発とその活用

【学習到達目標】

多視点映像教材の開発とその活
用について説明できる。
1. 看護技術の多視点映像タブレット教材とは

2. 多視点映像タブレット教材

3. 教材の看護技術項目選定

4. 実証実験と評価

5. 多視点映像教材の展開

2



教材の開発とその活用

１．看護技術の多視点映像タブレット教材とは
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1.iPadで動作するアプリケーション
2.多視点映像の教材
3.看護技術を習得する学生のための自学習教材



看護技術の多視点映像教材
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教材の開発とその活用
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教材の開発とその活用

• 多視点映像タブレット教材開発の留意点

–対象が多視点映像を必要としているか？

• 対象によってカメラの台数や種類を検討する

–実際に撮影することが可能か？

• イメージ通りに撮影できるか事前に確認する

• カメラの設置方法を検討する

– カメラ本体の映り込みの排除

– 不要な機材、風景の映り込みの排除
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２．多視点映像タブレット教材



教材の開発とその活用
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業務用カメラ

アクションカメラ



教材の開発とその活用

• 多視点映像タブレット教材開発における留
意点を考慮し、必要とされている看護基礎
技術項目を選択

–自習材として、一人で実施できる看護技術

–多視点映像の効果が期待できる看護技術

–需要が大きい看護技術

【ベッドから車椅子への移乗】

【車椅子からベッドへの移乗】

8

３．教材の看護技術項目選定



教材の開発とその活用

• 多視点映像タブレット教材を授業で使用

–60人クラス：４名づつの15グループ

–グループに１台のタブレットを配布

• 実証実験を行うにあたり、多視点映像タブ
レット教材の有効性を評価するための構成
を検討

–評価の構成に従って事前調査を行う
指導方法の検討、評価項目、評価方法を策定
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４．実証実験と評価



教材の開発とその活用
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実施したアンケート



教材の開発とその活用
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アンケート結果



教材の開発とその活用

• 小中学校における理科の実験教材

–集合学習ではベストポジションでの観察は不可

• 実験者目線の映像、正面、側面、上面からの映像

• 体育や書道の自習材

–自身の所作を振り返ることができる

• 自撮り機能

• お手本映像との比較機能
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５．多視点映像教材の展開



ワークショップ

• 目 的
–多視点映像教材の開発とその活用について説明で
きる
• 多視点映像教材の他の教材への応用を

• グループで話し合って

• その効果について考える

• 実施方法
–５～６人のグループで体験とディスカッション

• 看護技術の多視点映像タブレット教材の体験

• 多視点映像の効果を確認、適応する教材を探す
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